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******被塗面の付着塩分測定方法********************************************* 

１．まえがき 
塩分が付着した面に塗装すると、ふくれ、はくり、さびなどの塗膜劣化に結びつく。 
塩分付着量の測定方法として従来硝酸銀標準溶液による塩素イオンの定量を行ない、これから

計算により塩分量を求められていた。現在では「北川式塩素イオン検知管」により現場でも即

時定量可能なものが一般的に使用されているため、これについて以下に説明する。 
 
２．塗膜上の付着塩分採取方法 
１）準備するもの 
蒸留水又は脱イオン水（＊150cc）、煮沸後乾燥させたガーゼ（約 20cm×20cmのもの＊
2枚）、ビニル手袋、ポリエチビーカー（容量約 250ccのもの＊１個）、マグネットシー
ト 
注）上記＊の量は測定箇所が１箇所の場合の必要量 
２）採取方法 
 ａ)マグネットシートで 50cm×50cmの正方形をつくる。 
   （正方形がとれない場合は 0.25㎡の面積になる様な長方形をつくる。） 
 ｂ)ビニル手袋をする。 

 ｃ)ポリエチビーカーに用意した蒸留水を約 100cc 入れる。 

 ｄ)ガーゼをポリエチビーカー中の蒸留水で湿らせ、測定面の付着物を丁寧に拭き取る。 

 ｅ)ガーゼをポリエチビーカー中の蒸留水中で適宜よくすすぐ。（付着物をポリエチビー 

カー中に移す。） 

 ｆ)操作は下図のように、拭き取る向きを 90°交差させ、5回以上行なって付着物を完全に 

採取する。 

 ｇ)最後の拭き取りには残りの乾いたガーゼにて採取部分の水分を拭き取る。 
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                             （乾いたガーゼを使用のこと） 

 ｈ）残りの蒸留水約 50cc（蒸留水の合計量が 150cc になるようにする）を用いて手袋を洗 

い、採取液に加える。（ポリエチビーカー中に入れる。） 



３．北川式塩素イオン検知管による定量 

１）ポリエチビーカー中の採取液を細いガラス棒により均一になるよう撹拌する。 

２）検知管は下図のようになっている。 
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